
3
月　

日
か
ら
開
か
れ
た
、

10

平
成　

年
第
1
回
町
議
会
定

21

例
会
に
お
い
て
、
池
部
町
長

は
「
平
成　

年
度
町
政
執
行

21

方
針
」
を
説
明
し
、
3
つ
の

重
点
施
策
と
第
4
次
総
合
計

画
の
実
現
に
向
け
た
町
政
推

進
の
決
意
を
述
べ
、
町
民
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
駒
教
育
長
は

「
平
成　

年
度
教
育
行
政
執

21

行
方
針
」
を
説
明
し
、
地
域

に
根
ざ
し
た
教
育
行
政
推
進

の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

以
下
、
町
政
執
行
方
針
と

教
育
行
政
執
行
方
針
の
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 
は
じ
め
に　
　
　

平
成　

年
第
1
回
南
富
良
野
町

21

議
会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

町
政
執
行
へ
の
私
の
所
信
を
申
し

上
げ
ま
す
。

私
は
、
町
民
皆
様
の
負
託
を
受

け
て
、
町
政
の
舵
取
り
役
と
し
て

重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
か

ら
、
3
期
目
の
1
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。

町
長
に
就
任
以
来
「
町
民
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
」
と
「
行
動
す
る

行
政
」
を
基
本
姿
勢
と
し
て
、「
ま

ほ
ら
の
南
富
良
野
、
瑞
々
し
い
自

然
、
誇
れ
る
大
地
、
人
の
び
の
び

み
な
み
ふ
ら
の
」
と
し
た
第
4
次

総
合
計
画
の
実
現
を
目
指
し
、

「
町
民
の
参
画
に
よ
る　

世
紀
に

21

対
応
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
更
に
は

「
町
民
の
皆
様
が
誇
れ
る
ま
ち
づ

く
り
｣の
た
め
、
先
頭
に
立
ち
自

立
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
全
力

を
傾
注
し
、
町
民
皆
様
の
ご
期
待

に
添
う
べ
く
町
政
執
行
に
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

今
、
地
方
自
治
体
は
、
国
の「
三

位
一
体
改
革
」
に
よ
り
大
幅
に
地

方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
、
一
方
、

歳
出
面
で
は
急
速
な
少
子
・
高
齢

化
の
進
展
に
伴
い
社
会
保
障
費
が

増
大
し
、
引
き
続
き
大
変
厳
し
い

財
政
運
営
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

更
に
、
国
内
経
済
は
、
ア
メ
リ

カ
を
震
源
と
す
る
世
界
金
融
危
機

に
よ
り
、
世
界
の
す
べ
て
の
市
場

に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
急
速
な

景
気
の
冷
え
込
み
は
、
輸
出
や
国

内
生
産
が
減
少
し
、
雇
用
問
題
の

深
刻
化
に
伴
い
経
済
の
先
行
き
は

不
透
明
感
が
漂
い
、
か
つ
て
な
い

大
変
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
道
州
制
や
権
限
の
移
譲

な
ど
、
地
方
が
自
主
・
自
立
す
る

こ
と
が
で
き
る
、
個
性
的
な
魅
力

あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
特
に
行
政
改
革
を
は

じ
め
と
す
る
地
方
制
度
改
革
が
、

急
速
に
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

効
率
的
・
効
果
的
で
安
定
し
た
行

政
運
営
を
確
立
す
る
こ
と
が
、
必

要
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
こ
う
し
た
時
代
こ
そ
、

地
域
の
真
価
が
問
わ
れ
、
自
治
の

気
概
が
試
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
て
お
り
、
人
口
の
減
少
、
高
齢

化
の
進
展
、
地
域
経
済
の
停
滞
な

ど
町
政
を
取
り
巻
く
環
境
の
厳
し

さ
を
認
識
し
、
時
代
の
変
化
に
対

応
し
た
「
ま
ち
の
将
来
」
と
「
行

政
運
営
」、「
地
域
づ
く
り
」
に
対

し
て
、
町
議
会
や
町
民
皆
様
と
と

も
に
英
知
を
結
集
し
な
が
ら
、
こ

の
難
局
を
乗
り
越
え
る
決
意
で
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
分
権
の
推
進
と
地

域
の
独
自
性
を
活
か
し
た
行
政
運

営
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今

日
、
住
民
と
行
政
が
一
つ
に
な
っ

て
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
考

え
方
に
よ
り
、
住
民
と
行
政
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
確
立
し
、

協
働
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
、
よ
り
一
層
大
切

に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
南
富
良
野
町
の
歴
史
と

発
展
の
礎
を
築
か
れ
た
先
人
の
努

力
に
学
び
、
現
在
直
面
し
て
い
る

困
難
に
立
ち
向
か
い
、
新
し
い
歴

史
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が
、
今

を
生
き
る
私
た
ち
の
責
務
で
あ
り

ま
す
。

平成21年度のまちづくり
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　 重点施策
　　「広域連合の推進」
　　「行財政改革の推進」
　　「農林業の振興」

　 第4次総合計画の実現
　　「まほらの南富良野」

平成２１年度町政執行方針を述べる池部町平成２１年度町政執行方針を述べる池部町長長

広報みなみふらの 2009.4 66

教
育
委
員
会
通
信

特　
　

集

ま
ち
の
話
題
・出

来
事

財
政
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況
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表

（
平
成　

年
度
）

１９

富
良
野広

域
連
合
議
会

カ
メ
ラ
レ
ポ
ー
ト

発
信
＠
み
な
く
る

平
成　

年
度
の

２１
ま
ち
づ
く
り

 
重
点
施
策　
　
　

 
広
域
連
合
の
推
進　
   

そ
れ
で
は
、
平
成　

年
度
の
町

21

政
執
行
に
あ
た
り
、
重
点
施
策
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

最
初
に
、
平
成　

年
9
月
1
日

20

に
設
立
し
た
富
良
野
広
域
連
合
で

あ
り
ま
す
が
、
本
年
4
月
1
日
か

ら
「
富
良
野
地
区
環
境
衛
生
処
理

組
合
」
の
し
尿
及
び
生
ゴ
ミ
処
理

業
務
、「
富
良
野
広
域
串
内
草
地

組
合
」
の
公
共
牧
場
業
務
、「
富
良

野
地
区
消
防
組
合
と
上
川
南
部
消

防
事
務
組
合
」
の
消
防
業
務
、「
富

良
野
地
区
学
校
給
食
組
合
及
び
上

富
良
野
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
と

南
富
良
野
町
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
」
の
学
校
給
食
業
務
の
4
つ

の
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
業
務
を

開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

広
域
連
合
は
、
圏
域
を
取
り
巻

く
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
、
行
政

に
対
す
る
課
題
も
多
く
、
少
子
・

高
齢
化
社
会
、
情
報
通
信
技
術
の

進
展
、
環
境
問
題
、
教
育
問
題
な

ど
市
町
村
の
枠
を
超
え
て
、
よ
り

高
度
で
広
域
的
な
も
の
に
な
っ
て

い
る
中
で
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
施
策
の
展
開
や
、
地
方
分
権

の
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
こ
の
広
域
連
合
を
核
と

し
て
様
々
な
事
務
事
業
に
つ
い
て
、

調
査
研
究
を
重
ね
な
が
ら
、
よ
り

充
実
し
た
組
織
作
り
を
目
指
す
と

と
も
に
、
実
施
す
る
業
務
を
充

実
・
発
展
さ
せ
る
た
め
、
構
成
市

町
村
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
行

政
の
効
率
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

 
行
財
政
改
革
の
推
進   

次
に
、
町
行
政
を
持
続
さ
せ
る

た
め
の
行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
。

国
の
地
方
分
権
一
括
法
や
三
位

一
体
の
改
革
な
ど
国
と
地
方
の
関

係
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
中
、
都
市

と
地
方
の
差
は
益
々
拡
大
し
、
地

方
自
治
体
の
取
り
巻
く
環
境
は
、

今
後
も
一
層
厳
し
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
地
方

分
権
の
進
展
に
よ
る
自
立
的
な
行

政
の
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中

に
あ
っ
て
、
少
子
・
高
齢
化
の
一

層
の
進
展
な
ど
に
よ
り
町
民
の
皆

様
に
対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
多

様
化
、
高
度
化
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
景
気
の
低
迷
と
国
の
財
政
悪

化
が
続
き
、
自
主
財
源
の
伸
び
が

見
込
め
ず
、
地
方
交
付
税
の
削
減

や
国
の
財
政
措
置
に
も
多
く
が
期

待
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
厳
し
い
財
政
状
況
は
変
わ
ら
ず
、

直
面
す
る
財
政
危
機
の
克
服
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
町
は
、
い
ち
早
く
財
政
の
健

全
化
を
目
指
し
簡
素
で
効
率
的
な

町
政
の
実
現
に
向
け
て
、
議
会
や

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、「
行
政
改
革
大
綱
」

を
策
定
し
、
こ
れ
ま
で
、
平
成　
16

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の
3

18

年
間
を
行
財
政
改
革
の
重
点
期
間

と
し
て
、「
聖
域
な
き
改
革
」
の
決

意
に
よ
り
様
々
な
改
革
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成　

年
度
に
策
定
し

17

ま
し
た
「
新
行
財
政
改
革
大
綱
」

（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）
に
つ
い
て
、

更
な
る
財
政
の
健
全
化
と
簡
素
で

効
率
的
な
町
政
の
実
現
に
向
け
、

昨
年
度
改
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
本
年
度
は
事
務
事
業
の
見

直
し
や
移
行
で
き
る
業
務
に
つ
き

ま
し
て
は
、
民
間
に
委
ね
る
な
ど

目
標
の
達
成
に
向
け
、
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

 
農
業
の
振
興　
　
　
   

次
に
、
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す

農
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
。

農
業
は
、
我
々
の
生
命
と
健
康

を
支
え
る
「
食
」
の
原
点
で
あ
り
、

安
全
・
安
心
を
基
本
と
し
た
農
畜

産
物
の
生
産
と
良
質
・
良
食
味
な

ど
評
価
の
高
い
農
産
物
の
生
産
に

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一

方
、
輸
入
農
畜
産
物
と
の
競
合
、

「
担
い
手
」
の
減
少
や
高
齢
化
、

食
料
自
給
率
の
低
下
に
加
え
て
Ｗ

Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）
や
Ｅ
Ｐ

Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）
な
ど
の
国

際
規
律
へ
の
対
応
な
ど
、
農
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
か
つ
て
な
い
ほ

ど
厳
し
く
、
多
く
の
課
題
に
直
面

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
国

は
「
新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
計
画
」
を
策
定
し
、「
食
の
安

定
供
給
の
確
保
」、「
農
業
の
持
続

的
な
発
展
」、「
農
村
の
総
合
的
な

振
興
」
を
基
本
的
施
策
に
位
置
づ

け
、
各
種
事
業
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
年

度
の
農
業
振
興
施
策
に
つ
い
て
は
、

農
業
経
営
者
か
ら
の
要
望
や
農
業

委
員
会
の
建
議
も
踏
ま
え
、
農
業

協
同
組
合
や
農
業
団
体
、
関
係
機

関
と
よ
り
一
層
の
連
携
と
協
力
を

強
め
、
本
町
の
「
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
基
本
構
想
」
に
掲
げ
る

安
定
し
た
農
業
経
営
の
推
進
を
図

る
べ
く
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ふ
ら
の
農
業
協
同
組
合
が
建
設

す
る
馬
鈴
薯
加
工
施
設
「
ポ
テ
ト

チ
ッ
プ
ス
製
造
工
場
」
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
。

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
製
造
工
場
は
、

幾
寅
の
町
有
地
で
あ
り
ま
す
南
富

良
野
木
材
産
業
株
式
会
社
の
木
工

場
跡
地
に
、
本
年　

月
稼
動
予
定

11

で
現
在
工
事
の
着
工
に
向
け
て
、

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
本
工
場
の
建
設
に
伴

い
、
収
益
の
安
定
し
た
加
工
用
馬

鈴
薯
の
作
付
面
積
が
増
え
る
こ
と

に
よ
り
、
地
元
馬
鈴
薯
の
消
費
拡

大
と
農
家
経
営
の
安
定
に
つ
な
が

り
、
今
後
の
農
業
振
興
に
大
い
に

期
待
を
寄
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。更

に
、
工
場
建
設
に
よ
り
、
新

た
な
通
年
雇
用
の
場
の
創
出
に
伴

う
、
定
住
の
促
進
と
工
場
を
見
学

で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
外
の

４月から広域連合へ業務を移行する串内牧場
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１９

富
良
野広

域
連
合
議
会

長
寿
医
療
制
度
の

お
知
ら
せ

子
育
て支

援
セ
ン
タ
ー

平
成　

年
度
の

２１
ま
ち
づ
く
り


